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江

秀

雄

浄
土
真
宗
中
興
の
担
と
仰
が
れ
本
願
寺
第
八
世

の
法
主
と
な
っ
た
蓮
如
上
人
が
、
文
明
三
年
か
ら

文
明
七
年
ま
で
越
前
吉
崎
に
滞
在
し
て
布
教
に
努

め
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し

て
、
吉
崎
時
代
の
上
人
が
特
に
力
を
入
れ
ら
れ
た

布
教
の
方
法
は
、
活
漉
な
『
御
文
』
の
作
成
・
付

与
と
講
の
組
織
で
あ
っ
た
が
、
現
存
す
る
『
御

文
』
す
べ
て
百
八
十
余
通
の
中
の
四
十
通
が
乙
の

四
年
間
に
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
『
御
文
』
は
吉
崎

時
代
に
最
も
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
え
る
と
い

う
(
中
央
公
論
社
刊
「
日
本
の
歴
史
」
第
十
巻
、

永
原
慶
二
著
『
下
問
上
の
時
代
』
参
照
)
。

所
で
、
今
一
つ
見
落
し
て
な
ら
ぬ
こ
と
に
、
乙

の
蓮
如
上
人
士
口
崎
滞
在
中
の
文
明
五
年
に
正
信
偽

と
御
和
讃
の
開
板
か
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

正
信
用
情
と
は
正
信
念
仏
備
の
略
称
で
あ
っ
て
、
親

驚
上
人
の
大
著
『
教
行
信
証
』
行
巻
の
末
尾
に
あ

る
七
言
百
二
十
句
の
偽
文
で
あ
る
し
、
乙
の
と
き

開
板
さ
れ
た
御
和
讃
と
は
同
じ
く
聖
人
御
作
の
浄

土
和
讃
・
高
僧
和
讃
・
正
像
宋
和
讃
の
、
い
わ
ゆ

る
『
三
帖
和
讃
』
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
真
宗
に

於
い
て
僧
俗
と
も
に
殊
の
ほ
か
尊
重
し
、
朝
夕
の

勤
行
に
も
拝
請
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
大
谷

大
学
教
授
多
屋
頼
俊
博
士
(
三
国
町
御
出
身
)
の

論
文
「
文
明
開
板
の
三
帖
和
讃
」
に
よ
る
と

蓮
如
兼
寿
が
文
明
五
年
(
一
四
七
三
)
に
正
信

備
と
と
も
に
開
板
し
た
三
帖
和
讃
に
わ
、
周
知

の
如
く
左
の
刊
記
が
あ
る
。

右
斯
三
帖
和
讃
井
正
信
偽
四
帖
一
部
者
末
代

為
興
際
板
木
開
之
者
也
市
己

文
明
五
年
発
己
三
月
日
(
蓮
如
花
押
)

こ
れ
わ
浄
土
真
宗
に
於
け
る
最
初
の
聖
教
の
出

板
で
あ
り
、
ま
た
仏
教
各
宗
お
通
じ
て
、
出
板

せ
ら
れ
た
和
讃
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

ム」い切っ。

真
宗
門
徒
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
人
が
こ
の
正
信

偶
や
和
讃
の
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
筈
で
あ
り
、

各
家
に
は
そ
の
刊
本
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
に
違
い

な
い
(
尤
も
、
和
讃
の
方
は
浄
土
和
讃
の
中
の
讃

阿
弥
陀
仏
偽
和
讃
の
最
初
の
六
首
の
み
を
掲
げ
た

も
の
が
多
い
か
も
知
れ
な
い
)
。
現
在
に
至
る
ま

で
と
の
刊
本
が
幾
回
幾
種
類
出
版
さ
れ
て
来
た
か

数
限
り
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
最
初
の
開

板
が
蓮
如
上
人
吉
崎
滞
在
中
の
文
明
五
年
三
月
に
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あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
福
井
県
人
と
し
て
実
に

感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、
多
屋
博
士
の
前
記
論
文
に
よ
る
と
、

文
明
五
年
開
板
の
最
初
の
刊
本
「
三
帖
和
讃
」

(
本
来
は
「
正
信
偽
」
と
共
に
四
帖
)
は
、
現
在

そ
の
所
在
の
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
大
谷
大
学
図

書
館
本
、
龍
谷
大
学
図
書
館
本
、
京
都
の
仏
教
書

庖
法
蔵
館
主
の
西
村
氏
所
蔵
本
な
ど
、
約
十
部
に

過
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
乙
の
文
明

版
の
三
帖
和
讃
に
は
、
現
在
の
流
布
本
と
同
様

に
、
漢
字
の
右
に
読
み
仮
名
が
付
さ
れ
、
左
側
に

は
し
ば
し
ば
訓
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
乙
の
振

仮
名
は
当
時
の
音
韻
、
も
し
く
は
そ
れ
以
前
か
ら

伝
わ
る
真
宗
伝
承
音
を
示
す
も
の
と
し
て
国
語
学

的
に
貴
重
な
資
料
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

私
は
真
宗
門
徒
と
し
て
少
年
時
代
以
来
乙
の
御

和
讃
や
正
信
備
に
親
し
ん
で
育
っ
た
が
、
近
年
乙

の
中
に
現
れ
て
い
る
「
善
悪
」
と
い
う
語
の
読
み

(
曹
洞
宗
経
典
な
ど
で
は
ゼ
ン
ナ
ク
と
読
む
が
、

真
宗
伝
承
音
で
は
ゼ
ン
マ
ク
と
な
っ
て
い
る
も

の
)
を
探
り
つ
づ
け
て
い
る
う
ち
に
、
幸
い
に

も
、
文
明
五
年
版
の
三
帖
和
讃
が
小
浜
市
の
横
越

山
証
明
寺
に
も
伝
来
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
乙
と
が
わ

か
っ
た
。
堂
谷
憲
勇
師
の
懇
ろ
な
御
紹
介
と
証
明

寺
御
住
職
藤
井
氏
の
格
別
の
御
厚
意
に
よ
り
、
さ

い
き
ん
私
は
そ
の
三
帖
和
讃
並
に
正
信
備
の
四
帖

を
つ
ぶ
さ
に
拝
観
調
査
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
と
れ
を
、
前
掲
の
多
屋
博
士
論
文
に

詳
述
さ
れ
て
い
る
文
明
五
年
原
刻
本
の
特
徴
と
比

較
し
、
更
に
文
明
版
本
の
中
の
最
良
本
と
い
わ
れ

る
も
の
の
写
真
に
よ
る
影
印
本
(
京
都
の
西
村
為

法
館
主
御
所
蔵
)
と
も
比
較
さ
せ
て
頂
い
た
結

果
、
若
狭
の
証
明
寺
本
は
紛
う
か
た
も
な
き
文
明

五
年
原
版
本
の
一
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
た
だ
、
正
信
偽
一
帖
の
み
は
、
他
の

多
く
の
例
と
同
様
に
後
世
の
写
本
で
あ
っ
た
。

信
仰
上
ま
た
国
語
学
上
、
極
め
て
重
要
な
意
義

を
持
っ
こ
の
文
明
開
板
の
三
帖
和
讃
は
、
多
屋
博

士
に
よ
れ
ば
需
要
に
応
じ
て
数
部
ま
た
は
そ
れ
よ

り
も
や
や
多
数
を
何
回
か
印
刷
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
と
い
う
。
乙
の
文
明
版
本
が
如
何

な
る
写
本
を
底
本
と
し
た
も
の
か
未
だ
に
確
認
で

き
ぬ
由
で
あ
る
し
、
蓮
如
上
人
吉
崎
滞
在
時
代
の

開
板
と
い
う
乙
と
は
、
即
ら
そ
の
刻
版
印
刷
が
必

ず
吉
崎
で
行
わ
れ
た
乙
と
を
意
味
す
る
の
か
ど
う

か
今
の
私
に
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
と
も
か
く
、
わ
が

越
前
若
狭
と
因
縁
浅
か
ら
ぬ
版
本
で
あ
る
こ
と
に

間
違
い
は
な
い
。
あ
る
国
語
学
者
も
、
北
陸
の
真

宗
寺
院
を
隅
な
く
訪
ね
て
こ
の
価
値
高
い
文
明
版

三
帖
和
讃
の
存
在
を
探
る
必
要
を
教
え
ら
れ
た
。

私
は
、
県
内
同
好
同
学
の
方
々
の
御
協
力
に
よ
っ

て
、
今
後
こ
の
目
的
の
達
成
さ
れ
る
乙
と
を
切
願

し
て
止
ま
な
い
。
因
み
に
、
そ
の
手
掛
り
と
し

て
、
最
大
の
注
意
を
寄
せ
て
頂
き
た
い
ζ

と
は
、

本
稿
の
初
め
に
紹
介
し
た
多
屋
論
文
に
も
見
え
て

い
る
通
り
、
正
像
末
和
讃
の
末
尾
に
左
の
刊
記

右
斯
三
帖
和
讃
井
正
信
偶

四
帖
一
部
者
末
代
為
興
際

板
木
聞
之
者
也
而
己

文
明
五
年
美
巳
三
月
日
(
蓮
如
花
押
)

が
印
刷
さ
れ
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。
念
の
た
め
に

附
言
す
れ
ば
、
乙
の
三
帖
和
讃
は
名
の
如
く
コ
一
帖

(
三
冊
)
に
な
っ
て
お
り
、
正
像
末
和
讃
は
そ
の

最
終
帖
に
あ
る
。
と
も
か
く
、
真
宗
の
各
寺
院
あ

る
い
は
在
家
に
秘
蔵
伝
来
さ
れ
て
い
る
御
和
讃
や

経
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
今
一
度
の
御
留
意
を
賜
り
得

れ
ば
幸
せ
で
あ
る
。
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